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あなたの地域のお気に入りの風景や
景色を教えてください

再 発 見

久万山めぐり久万山めぐり

　程野には、伊予国から土佐国へ向かう街道「旧
土佐道」が残っています。別名松山街道ともい
われ、松山市久谷町～三坂峠～上野尻～菅生～
程野～七鳥～高山～簑川～うつぎょう「猿岩
石」～高知県境へと続きます。松本さんは「最
近はこの道を歩くことはないが、小学生のころ

学校からの帰り道に時々ここを歩いた」と、菅
生へ続く「色

いろ

ノ峠
とう

」まで案内してくれました。
古来の道、今のように車のなかった時代に人々
はどのような思いで、どのようにここを歩いた
のか、木漏れ日の中思いを巡らせました。

＜旧土佐道＞

松
本　

義
雄
さ
ん

＝
有
枝　

程
野
＝

表紙の写真

　町指定天然記念物　法蓮寺のしだれ桜。久万地区
露峰の法蓮寺境内にある樹齢約160年のしだれ桜で
す。夕刻、いっとき訪れた群青色の空と桜がきれい
でした。

目次　contents

02　久万山めぐり　
有枝　松本義雄さん　 

03　ぐるっとレポート
女神の里帰りプロジェクト実行委員会発足、マレーシアで久

万山五神太鼓演奏、緑化樹苗木の植樹　ほか

06　ふるさと魅力発信
学芸員からのhot news

08　消費生活相談、支所だより（柳谷）

09　まちの予算

12　News & Information
国民年金（学生納付特例制度）、国民健康保険の各種手続き、

短期人間ドック助成事業の申し込み、認知症予防教室、後期

高齢者医療保険料の改定　ほか

19　くらしの情報
消防だより／図書館だより／健康づくり／５月カレンダー

23　久万山文芸

24　自治会の旅　110
久万地区　下永子自治会

　まちづくりのご提案やご質問などは、毎

月の町長室開放デーや、役場に設置してお

ります「まちづくり提案箱」をご利用くだ

さい。

　また、皆さんから広報紙掲載に関する情

報提供もお待ちしております。

皆さんの声をまちづくりに!!
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美
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
史
跡
上
黒
岩
岩
陰

遺
跡
を
中
核
と
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
大
学
教
授
、
地
元
関

係
者
ら
で
構
成
さ
れ
、
会
長
を
髙
野
町
長
、
委
員
長
に
は

髙
橋
末
廣
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
の
資
料
は
、「
女
神
石
」
を

は
じ
め
、
県
内
外
各
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
管

者
が
高
齢
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
早
急
に
本
町
へ

の
「
里
帰
り
」
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

里
帰
り
し
、
体
制
が
整
い
ま
す
と
、
県
内
で
は
約
80
年

ぶ
り
の
考
古
資
料
の
「
重
要
文
化
財
」
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た
場
合
、
縄
文
時
代
の
も
の
で
は
四

国
初
と
な
り
ま
す
。

　

海
外
市
場
に
愛
媛
県
産
品
を
売
り
込
む
「
愛
媛
フ
ェ

ア
」
が
２
月
26
日
～
３
月
９
日
ま
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ

レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
伊
勢
丹
で
開
催
さ
れ
、

柑
橘
や
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
干
物
、
養
殖
魚
、
今
治
タ
オ

ル
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
中
村
時
広
県
知
事
や
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
や
関

係
者
ら
が
参
列
す
る
な
ど
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
た
め
本
町
か
ら
は
「
久
万
山
五

神
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
５
人
が
参
加
。
４
日
間
10
回
の
勇

壮
な
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
久
万
山
五
神
太
鼓
保

存
会
の
代
表　

池
田
信
行
さ
ん
は
、
「
太
鼓
の
演
奏
を
通

じ
て
愛
媛
の
ア
ピ
ー
ル
、
そ
し
て
久
万
高
原
町
の
ア
ピ
ー

ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
、
こ
の
太

鼓
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
記
念
撮
影
を
お
願
い
さ

れ
る
な
ど
、
あ
り
が

た
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
伊
勢
丹
は

マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光

名
所
ペ
ト
ロ
ナ
ス
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
に
隣
接

し
、
思
っ
て
も
な

か
っ
た
オ
マ
ケ
つ
き

で
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
で
久
万
山
五
神

太
鼓
演
奏
」

緑
化
樹
苗
木
の
植
樹

～
地
域
に
花
を
楽
し
む
場
所
を
～
3/
6

　

住
民
で
つ
く
る
仕
七
川
校
区
活
性
化
協
議
会
な
ど
が
、

地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
東
川
山
村
広
場
近
く
に
あ

る
農
業
用
貯
水
池
の
周
辺
に
、
し
だ
れ
桜
な
ど
の
苗
木
約

80
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
花
見
を
楽
し
め
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
実
施
し

た
も
の
で
、
当
日
は
中
学
生
を
含
む
地
区
住
民
の
方
が
多

数
参
加
し
、
新
た
な
憩
い
の
場
所
に
な
れ
ば
と
の
思
い
を

込
め
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
苗
木
は
、
県
内
の
緑
化
推
進
を
目
的
に
（
公

財
）
愛
媛
の
森も

林り

基
金
が
緑
の
募
金
事
業
と
し
て
行
っ
て

い
る
「
緑
化
樹
苗
木
配
布
事
業
」
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

女
神
の
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
発
足

2/
28

2/
26～29
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県
の
取
り
組
む
「
中
山
間
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
」
の
合
同
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
機
能
維
持
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
中
山
間
地
域
の
集
落
を
「
ふ
る
さ
と
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
支
援
し
、
地
域
貢
献
す
る
意
思
の
あ

る
企
業
な
ど
と
、
ふ
る
さ
と
の
存
続
を
願
う
「
集
落
」
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
協
定
締
結
）
を
行
う
こ
と
で
営
農
活
動

の
継
続
や
都
市
と
の
交

流
な
ど
を
目
指
す
も
の

で
、
27
年
度
、
本
町
で

は
県
内
最
多
の
14
組
が

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
企
業
は
全

て
町
内
の
建
設
業
者

で
、
建
設
業
協
会
上
浮

穴
支
部
の
久
保
陽
生
支

部
長
は
「
資
機
材
の
提

供
や
、
技
術
的
ノ
ウ
ハ

ウ
を
地
域
や
棚
田
の
保

全
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
述
べ
、
集
落
関

係
者
も
「
地
元
企
業
は

頼
り
に
な
る
」
と
、
期

待
す
る
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

美
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
５
回
久

万
高
原
町
文
化
協
会
連
絡
協
議
会
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
各
文
化
協
会
俳
句
部
門
５
グ
ル
ー
プ
か
ら
15

人
の
会
員
が
、
冬
～
春
に
か
け
た
季
語
を
使
っ
て
３
句
ず

つ
作
品
を
持
ち
寄
り
、
集
ま
っ
た
45
の
俳
句
に
つ
い
て
選

句
・
選
評
を
行
う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

選
句
の
結
果
、
い
ろ
り
句
会
の
土
居
静
香
さ
ん
の
俳
句

が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
賞
（
７
点
句
）

ど
ん
ど
焼
く
　
音
も
火
の
粉
も
　
雲
に
舞
ふ

�

い
ろ
り
句
会　

土
居　

静
香

銀
賞
（
５
点
句
）

薮
椿
　
落
ち
し
ば
か
り
を
　
拾
ひ
け
り

�

あ
ざ
み
句
会　

古
田　

信
子

銀
賞
（
５
点
句
）

春
光
や
　
笑
って
泣
いて
　
嬰
ね
む
る

�

大
川
句
会　

佐
々
木
静
子

第
５
回
久
万
高
原
町
文
化
協
会
連
絡

協
議
会
　
俳
句
大
会

お
も
ご
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会

3/
11

3/
13

　

面
河
住
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
面
河
文
化
協
会
主
催

に
よ
る
第
27
回
お
も
ご
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
石
鎚
天
狗
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
続
い
て
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
ピ
ア
ノ
、
ギ

タ
ー
演
奏
な
ど
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
発
表
に
会
場
の

人
々
は
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
く
じ
引
き
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
、
大

に
ぎ
わ
い
と
な
り
、
来
場
者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

農
地
の
維
持
に
向
け
て

中
山
間
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

3/
9
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四
国
地
方
を
中
心
に
岡
山
県
な
ど

か
ら
14
チ
ー
ム
総
勢
３
５
０
人
以
上

が
参
加
の
町
長
杯
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
町
ラ
グ
ビ
ー
場
・
笛
ヶ
滝
球
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い

日
差
し
の
も
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
今

大
会
は
７
人
制
女
子
の
部
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
女
性
ラ

ガ
ー
達
の
白
熱
し
た
試
合
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
平
成
29
年
度
に
行
わ
れ
る
「
え
ひ
め
国
体
」

で
、
ラ
グ
ビ
ー
成
年
男
子
の
部
の
開
催
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
全
国
で
人
気
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
国
体
を
控
え
て
本
町

で
も
よ
り
一
層
の
盛
り
上
が
り
を

期
待
し
ま
す
。

【
男
子
の
部　

優
勝
】

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

岡
山
選
抜

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

全
愛
媛
Ｂ

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク　

城
東
高
校
（
徳
島
）

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク　

岡
山
工
業
・
松
山
工
業

　
　
　
　
　
　
（
合
同
チ
ー
ム
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

愛
媛
ラ
ガ
ー
ル
Ａ

準
優
勝　

京
都
精
華
女
子
高
等
学
校

　

ペ
パ
ー
ミ
ン

ト
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ミ
ン
ト
と

ス
ペ
ア
ミ
ン
ト

の
交
配
種
で
、

シ
ソ
科
の
多
年

草
ハ
ー
ブ
で

す
。
香
料
と
し

て
の
需
要
が
非

常
に
高
く
、
お
菓
子
や
歯
磨
き
粉
な
ど
様
々

な
商
品
の
香
り
付
け
に
使
用
さ
れ
て
い
る
メ

ン
ト
ー
ル
の
香
り
と
し
て
、
誰
も
が
慣
れ
親

し
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
清
涼
感
の

あ
る
強
い
香
り
に
は
、
頭
と
心
を
す
っ
き
り

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
集
中
力
を
高
め
た
い

と
き
、
眠
気
覚
ま
し
な
ど
に
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
に
は
消
化
促
進
作
用

が
あ
る
た
め
、
胃
腸
の
ト
ラ
ブ
ル
改
善
に
役

立
ち
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
た
り
飲
み
す
ぎ
た

り
し
た
後
は
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
飲
む
の
が
お
勧
め
で
す
。
耐
寒
性

が
あ
り
寒
さ
に
強
い
た
め
、
乾
燥
に
気
を
付

け
れ
ば
、
生
育
旺
盛
で
比
較
的
簡
単
に
育
て

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

今
月
の
ハ
ー
ブ
「
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
」

第
23
回
久
万
高
原
町
長
杯

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

い
よ
い
よ
開
催
ま
で
約
１
カ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ

ト
で
は
産
業
文
化
会
館
に
お
い
て
、
記
念
講
演
な
ら
び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
同
時
開
催
さ
れ
る
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
町
内
の
各
会
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
メ
イ

ン
会
場
と
な
る
農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア
で
は
80
店
舗
余
り
の
ブ
ー
ス
が
出

展
し
、
体
験
・
展
示
・
飲
食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　

商
品
開
発
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
元
事
業
者
や
上
浮
穴
高
校
と
協
力
し
て

「
森
の
ハ
ー
ブ
、
森
の
ア
ロ
マ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
商
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、
町
内
各
地
に
生
育
し
て
い
る
ク
ロ
モ

ジ
・
杉
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
に
注
目
し
、
精
油
（
ア
ロ
マ
）、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

な
ど
の
商
品
化
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
上
浮
穴
高
校
に
導
入
さ

れ
た
精
油
を
抽
出
す
る
機
械
を
活
用
し
て
試
作
品
開
発
を
行
い
、
ハ
ー
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
に
は

成
果
品
の
展
示
発
表
を
行
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
評
価
を
い
た
だ
き
な

が
ら
よ
り
良
い
商
品
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
当
日
は
ぜ
ひ
展
示
ブ
ー

ス
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
商
品
開
発
グ
ル
ー
プ

抽出機

ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
　
そ
の
４

3/
26～29
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朝
晩
の
冷
え
込
み
が
緩
み
、
い
よ
い
よ

天
体
観
測
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
先
月
は
木
星
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
月
も
惑
星
の
話
題
で
す
。
少
し
遅
い
で

す
が
夜
10
時
ご
ろ
、
南
東
の
空
に
明
る
い

星
が
２
つ
見
え
ま
す
。
そ
れ
ら
は
火
星
と

土
星
で
す
。
見
分
け
方
は
火
星
の
色
は
オ

レ
ン
ジ
色
、
土
星
は
黄
白
色
で
す
。
火
星

は
１
等
星
の
約
10
倍
、
土
星
の
約
３
倍
の

明
る
さ
で
す
。
他
の
星
た
ち
よ
り
明
る
く

輝
き
ま
す
。

　
今
年
は
火
星
と
土
星
が
さ
そ
り
座
の
１

等
星
「
ア
ン
タ
レ
ス
」
の
近
く
に
輝
き
ま

す
。
ア
ン
タ
レ
ス
は
「
火
星
の
敵
」
と
い

う
意
味
の
「
ア
ン
チ
・
ア
レ
ス
」
に
由
来

し
ま
す
。
な
ぜ
火
星
の
敵
な
の
か
？
と
も

に
赤
い
色
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
赤

さ
を
競
い
合
う
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
今
年
は
競
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
２
つ
の
惑
星
に
月
が
接
近
す
る
日
が
あ

り
ま
す
。
お
す
す
め
は
４
月
25
日
で
す
。

火
星
と
土
星
と
ア
ン
タ
レ
ス
、
そ
し
て
月

と
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
天

体
観
測
に
絶
好
の
条
件
で
す
。
月
が
新
月

に
近
い
た
め
一
晩
中
月
明
か
り
が
な
く
、

暗
い
天
体
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

惑
星
や
春
の
星
座
、
北
斗
七
星
を
見
つ
け

た
り
、
天
体
写
真
の
撮
影
も
適
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
い
ろ
い
ろ
楽
し

め
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
藤
田
）

ヤマアカガエル産卵調査

天体観測館　４１－０１１０

天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

学芸員のつぶやき
　
■まもなくゴールデンウィークを
迎えます。今年は月明かりがない
ため天体写真の撮影に適します。
春は銀河の多い季節です。購入し
たばかりのデジタルカメラで渦巻
銀河の撮影に挑戦したいものです。

学芸員のつぶやき
　
■産卵調査で私を見かけた地域の方は
「昼間からいい大人がなにしているのだ
ろう？」と思われたかもしれません。な
かには近づいて声をかけていただいた方
もいらっしゃいました。うれしく感じま
した。

　▲

さ
そ
り
座
と
火
星
・
土
星

　
二
年
連
続
で
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
町
内

産
卵
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
種
の
産
卵
日
の
遅
速
は
、
そ
の
年
の

気
温
や
水
温
、
降
水
量
な
ど
に
左
右
さ
れ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
春
の
訪
れ
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
「
生
物
暦
」
な
の
で
す
。

　
卵
の
う
の
初
見
日
は
２
月
14
日
で
し
た

（
気
温
８
度
）。
ち
な
み
に
昨
年
は
１
月
22

日（
気
温
13
℃
）。
比
較
す
る
と
産
卵
開
始

に
20
日
以
上
の
開
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
大
幅
に
遅
れ
た
そ
の
理
由
は
１

月
中
旬
か
ら
の
急
激
な
冷
え
込
み（
大
雪
）

で
す
。
続
い
て
、
２
月
以
降
も
寒
さ
が
続

い
た
た
め
、
冬
眠
か
ら
目
覚
め
よ
う
と
す

る
成
体（
親
）の
動
き
を
鈍
ら
せ
ま
し
た
。

　（
写
真
１
）は
、
卵
塊（
ら
ん
か
い
）で
す
。

〝
種
な
し
ブ
ド
ウ
〞
の
よ
う
な
球
状
の
中
に

は
千
個
以
上
の
卵
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
７
日
、
再
び
現
場
に
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
水
た
ま
り
が
干
か
ら
び
て
い
る

地
点
も
あ
り
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
死
滅

し
て
い
ま
し
た
。
逆
に
、
水
が
少
し
で
も

残
っ
て
い
る
地
点
で
は
順
調
に
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
に
な
っ
て
い
ま
し
た（
写
真
２
）。

　
山
地
性
の
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
、
県
下

で
は
減
少
傾
向
で
す
。
山
間
部
だ
か
ら
安

心
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
減

少
要
因
は
、
乾
田
化
に
よ
る
水
域
の
消
失

で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
産
卵
後
、
水
が
か

れ
る
こ
と
は
致
命
的
で
す
。

　
町
内
の
分
布
地
は
水
辺
と
森
林
と
が

セ
ッ
ト
で
保
全
さ
れ
、
多
様
な
野
生
生
物

を
育
ん
で
い
ま
す
。
産
卵
地
点
が
多
い
ほ

ど
質
の
高
い
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
証

で
す
。
何
十
年
も
産
地
が
残
り
ま
す
よ
う

に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
岡
山
）

さそり座と惑星たち

面河山岳博物館　５８－２１３０

山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130

　
▲写真２：ヤマアカガエルの幼生

　
▲写真１：ヤマアカガエルの卵塊
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展
示
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
特

集
展
示
は
、
戦
後
の
愛
媛
の
前
衛
美
術
を
牽

引
し
た
美
術
家
・
坪
内
晃
幸
で
す
（
１
９
２

７
〜
２
０
０
５
年
／
松
山
市
）。
２
０
１
１

年
に
特
別
展
「
40
坪
内
晃
幸
ー
追
い
求
め
た

具
体
」
展
を
開
催
し
た
の
で
、
覚
え
て
お
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
坪
内
は
、
伝
説
的
な
前
衛
美
術
グ
ル
ー
プ

「
具
体
美
術
協
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。
具
体

美
術
協
会
と
は
１
９
５
４
年
、
吉
原
治
良

（
１
９
０
５
ー
72
年
）を
リ
ー
ダ
ー
に
結
成
さ

れ
た
関
西
の
前
衛
美
術
グ
ル
ー
プ
で
、
吉
原

の「
人
の
や
ら
な
い
こ
と
を
や
れ
」と
い
う
方

針
の
下
、
野
外
や
舞
台
を
使
っ
た
破
天
荒
な

活
動
は
、
環
境
芸
術
や
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
先
駆
と
目
さ
れ
、
近
年
、
そ
の
独
創

性
と
質
の
高
さ
に
改
め
て
注
目
が
集
ま
り
、

国
内
外
で
数
多
く
の
回
顧
展
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　
初
期
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
、
足
で
描
く

白
髪
一
雄（
１
９
２
４
ー
２
０
０
８
年
）や
、

絵
の
具
を
詰
め
た
瓶
を
投
げ
つ
け
て
描
く
嶋

本
昭
三（
１
９
２
８
ー
２
０
１
３
年
）ら
が
い

ま
し
た
。
坪
内
は
彼
ら
の
激
し
い
物
質
感
と

身
体
性
を
宿
し
た
作
品
と
は
一
線
を
画
し
た

思
索
的
な
絵
画
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
72
年
の
吉
原
の
死
の
直
前
、
道
路

標
識
の「
40
」と
出
会
い
、
以
後
、
日
本
国
内

の
道
路
の
規
制
標
識
の
制
限
速
度
40
㎞
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
一
生
涯
造
り
つ
づ
け

ま
す
。

　「
そ
ん
な
も
の
が
ア
ー
ト
な
の
？
」と
思
わ

れ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。「
前
衛
美

術
は
苦
手
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の

「
？
？
？
」と
い
う
疑
問
を
大
事
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
問
い
が
、
未
知

な
る
も
の
に
出
会
う
入
口
に
な
る
か
ら
で
す
。

（
神
内
）

久万美術館　２１－２８８１

久万美ブログ

学芸員のつぶやき
　
■あっという間に新年度ですね。
冬の間にしておきたかった仕事が
なかなか進まないまま春が来て…。
大いに焦る思いがありつつも、子
どもと過ごす春景色が嬉しかった
り。

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）

２１－０１３９

　　　　　http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

学芸員のつぶやき
　
■「四国の黎明」のパンフレットは少ない
ですが、考古館においています。早い者
勝ちです。

　「
遍
路
」は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す

が
、
遍
路
に
な
ぞ
ら
れ
る
形
で
ほ
ぼ
１
年
間

上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
の
資
料
た
ち
が
、
四
国
４

県
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
発
掘
へ
ん
ろ
展「
四
国
の
黎
明（
れ
い
め

い
）」と
い
う
形
で
。

　
展
示「
四
国
の
黎
明
」で
は
、
い
ま
か
ら
数

万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か

け
て
、
米
や
金
属
を
知
ら
な
か
っ
た
日
本
人

が
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
い
て
き
た
の
か
に
つ

い
て
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
四

国
遍
路
の
テ
ー
マ
は
縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り

だ
っ
た
の
で
、
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
は
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
四
国
４
県
を
下
記
の
と
お

り
、
１
年
か
け
て
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
■
愛
媛
会
場
　
松
山
市
立
考
古
館
　

平
成
27
年
４
月
25
日
㈯
〜
７
月
12
日
㈰

　
■
高
知
会
場

　
　
高
知
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

平
成
27
年
７
月
18
日
㈯
〜
９
月
18
日
㈮

　
■
香
川
会
場

　
　
香
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

平
成
27
年
９
月
30
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈭

　
■
徳
島
会
場

　
　
徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
１
月
12
日
㈫
〜
３
月
13
日
㈰

　
考
古
館
ス
タ
ッ
フ
で
、
展
示
さ
れ
て
い
る

様
子
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
１
万

５
千
人
以
上
の
方
が
見
学
に
訪
れ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
資
料
も
無
事
本
町
に
戻
り
、

４
月
か
ら
皆
さ
ん
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

（
遠
部
）

▲展示の様子

　

▲坪内晃幸《作品》1972年

コレクション展Ⅰ
「路上≠日常」始まりました

企画展示：四国発掘遍路（四国の黎明）
Exhibition：Sikoku　Pilgrim

　▲

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

ふるさと魅力発信
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義
務
的
経
費

(45.0%
)

そ
の
他
経
費

(46.8%
)

投資的経費
(8.2%)

人件費
20億1,077万1千円
(24.2％)

扶助費
6億6,639万6千円
(8.0％)

公債費
10億5,693万円
(12.7％)

普通建設事業費
6億7,116万1千円(8.1％)

災害復旧事業費
750万円(0.1％)

物件費
14億5,559万4千円(17.5％)

維持補修費
4,497万4千円(0.6％)

補助費等
10億9,069万4千円
(13.1％)

貸付金
2,190万1千円(0.3％)

投資及び出資金
3,165万9千円(0.4％)

積立金
2,950万4千円(0.4％)

繰出金 予備費予備費
1,000万円(0.1%)

繰出金
12億529万7千円(14.5％)

歳出
83億
238万
1千円

自主財源
(18.7%)

町税
8億7,651万5千円(10.6%)

分担金及び負担金
6,749万3千円(0.8%)

使用料及び手数料
1億8,716万6千円
(2.2%)

財産収入
5,599万3千円
(0.7%)

その他自主財源
3億6,429万4千円
(4.4%)

その他依存財源
2億6,940万円(3.2%)

国庫支出金
4億8,542万1千円
(5.8%)

県支出金
6億1,529万9千円
(7.4%)

町債
5億6,080万円
(6.8%)

依存財源
(81.3%)地方交付税

48億2,000万円
(58.1%)

歳入
83億
238万
1千円

平成28年度 まちの予算 が決まりました

一般会計　   83億238万1千円（前年度比 1億6,706万5千円減）

総　　額　145億8,705万2千円（前年度比 1億1,240万円増）

　歳入全体のうち自主財源は15億

5,146万円(18.7％)で、大部分は国や県

などに頼った依存財源の67億5,092万

円(81.3％)により構成されています。

　自主財源の大半を占める町税は、昨年

度から微増となっています。

　依存財源のうち地方交付税は、昨年度

から合併特例加算措置の段階的な減額が

始まったことに加え、昨年実施された国

勢調査による人口減少の影響などによ

り、前年度から2億6,000万円の減額と

なっています。

　歳出を性質別と目的別のグラフで表して
います。性質別のグラフで見ると、人件費
が1億928万円減少。物件費は「道の駅事
業」の事業費の伸びなどにより4,329万円
の増加。扶助費は「臨時福祉給付金」の減
少などにより2,622万円の減。補助費等は
４月に開催される「えひめ国体リハーサル
大会」の経費補助などにより5,840万円の
増加。また、借入金の元利償還金である公
債費は「地方債発行の計画的圧縮」によっ
て今年も残高が減少し、1億1,750万円の
減となっています。
　性質別経費の内訳は、義務的経費が37
億3,410万円(45.0％)、投資的経費が6億
7,866万円(8.2％)、その他経費が38億
8,962万円(46.8％)です。

※町の財務書類については、ホームページ『財政状況』のコーナーで詳しい内容をご覧になれます。

一般会計　　　　「性質別」と「目的別」のグラフ歳出

一般会計　　　　自主財源と依存財源で構成歳入

目的別

性質別

議会費
7,955万9千円
(1.0％)

総務費
11億4,469万4千円
(13.8％)

民生費
17億7,466万9千円
(21.4％)

農林水産業費
12億8,313万4千円
(15.4％)

公債費
10億5,673万円
(12.7％)

商工費
1億8,501万3千円
(2.2％)

消防費
4億3,908万1千円
(5.3％)

災害復旧費
750万円
(0.1％)

予備費
1,000万円
(0.1％)

教育費
7億3,963万4千円
(8.9％)

土木費
5億7,009万8千円
(6.9％)

衛生費
10億1,226万9千円
(12.2％)
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●
議
会
費�

７
９
５
６
万
円

●
町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
費

�

３
９
４
万
円

★
公
会
計
統
一
基
準
対
応
の
開
始
貸

借
対
応
表
作
成
業
務
委
託

�

２
２
１
万
円

★
公
会
計
統
一
基
準
対
応
の
固
定
資

産
台
帳
整
備
業
務
委
託

�

４
７
６
万
円

★
面
河
支
所
、
面
河
住
民
セ
ン

タ
ー
、
柳
谷
支
所
の
耐
震
診
断
業

務
委
託�

９
５
１
万
円

●
自
治
会
活
動
補
助
金

�

１
０
１
４
万
円

★
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
集

会
所
修
繕
補
助
金�

３
０
０
万
円

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
業
務
委
託�

４
０
９
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
費
用

�

１
６
４
８
万
円

　

４
名
の
隊
員
を
お
き
ま
す

●
交
通
安
全
対
策
費�

９
４
３
万
円

●
防
犯
対
策
費�

６
２
７
万
円

●
生
活
路
線
バ
ス
費

�

２
７
８
９
万
円

★
㈱
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
出
資
金

�
１
０
０
万
円

★
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
移

住
用
古
民
家
等
再
生
事
業

�

９
４
５
万
円

★
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費

�

１
５
６
０
万
円

★
町
長
選
挙
費�

１
１
０
０
万
円

８
月
28
日
が
投
票
日
で
す

★
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費

�

６
１
１
万
円

●
指
定
避
難
所
へ
の
防
災
用
備
品
の

整
備�

１
０
４
５
万
円

★
相
の
峰
へ
リ
ポ
ー
ト
場
舗
装
整
備

工
事�

３
５
０
万
円

★
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
防

災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
基
本
調
査

業
務
委
託�

９
０
０
万
円

●
県
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
更
新
整
備

事
業
負
担
金�

１
０
９
９
万
円

★
国
交
付
金
を
活
用
し
た
防
災
車
両

の
整
備�

４
０
０
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

�

７
６
５
０
万
円

●
老
人
ホ
ー
ム
老
人
保
護
措
置
費

�

２
６
５
９
万
円

●
介
護
予
防
及
び
地
域
支
え
合
い
事

業�

２
４
１
３
万
円

●
人
工
透
析
患
者
通
院
等
支
援
事
業

�

９
０
１
万
円

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
事
業

�
２
億
８
４
４
０
万
円

●
さ
さ
ゆ
り
荘
運
営
費

�
１
億
１
８
７
４
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

�

２
４
８
６
万
円

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
助

成
し
無
料
化
し
ま
す

●
予
防
費�

３
５
５
８
万
円

●
児
童
福
祉
施
設
費

�

１
億
２
０
１
２
万
円

★
斎
場
火
葬
炉
設
備
修
繕
工
事

�

３
６
４
万
円

２
０
億
９
３
１
７
万
円

福 保
祉 健

★
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画

策
定
業
務
委
託�

６
２
０
万
円

●
ご
み
・
し
尿
収
集
運
搬
業
務

�

３
４
０
８
万
円

●
ご
み
焼
却
処
分
業
務
委
託

�

６
０
６
５
万
円

★
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
空

き
家
対
策
基
礎
調
査
業
務
委
託

�

４
５
０
万
円

●
民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

�

６
５
０
万
円

●
え
ひ
め
や
ま
な
み
燦
々
風
景
街
道

促
進
事
業�

５
０
０
万
円

●
町
道
本
中
２
号
線
排
水
路
工
事

�

５
０
０
万
円

★
町
道
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
委
託

�

５
０
０
万
円

●
橋
り
ょ
う
点
検
業
務
委
託

�

３
０
０
０
万
円

●
橋
詰
地
区
が
け
崩
れ
防
災
対
策
工

事�

７
０
０
万
円

１
３
億
６
５
６
４
万
円

環 生
境 活

●
町
道
芋
坂
線
舗
装
工
事

�

１
０
０
０
万
円

●
県
営
道
路
改
良
事
業
負
担
金

�

２
８
１
０
万
円

●
町
道
大
坊
公
園
線
改
良
工
事

�

３
０
０
０
万
円

●
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

�

９
１
２
４
万
円

国
補
助
を
活
用
し
て
、
久
万
公
園

駐
車
場
の
整
備
工
事
や
町
道
宮
の

前
明
神
線
道
路
の
改
良
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す

●
久
万
美
術
館
自
主
企
画
展
開
催
費

�

７
０
３
万
円

●
山
岳
博
物
館
夏
の
特
別
展
開
催
費

�

１
８
４
万
円

★
久
万
小
北
校
舎
女
子
ト
イ
レ
・
体

育
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

�

６
０
５
万
円

●
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金

�

３
６
０
万
円

●
上
浮
穴
高
等
学
校
振
興
対
策
協
議

会
補
助
金�

９
２
６
万
円

●
小
中
学
校
代
替
バ
ス
の
運
行

�

１
１
７
８
万
円

●
子
ど
も
の
成
長
応
援
事
業
補
助
金

�

３
８
９
万
円

●
遠
距
離
通
学（
園
）補
助
金

�

１
２
５
３
万
円

★
小
学
校
社
会
科
副
読
本
編
集

�

２
７
９
万
円

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
事
業

�

２
３
３
万
円

８
億
５
２
９
２
万
円

文 教
化 育

業
な

事
主

平成28年度一般会計

●は継続事業　★は新規事業
で表しています

本
年
度
の
テ
ー
マ

「
誰
も
が
訪
れ
た
い
・
住
み
た
い
と
思
え
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
○
元
気
な
地
域
づ
く
り

　
　
　
○
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
○
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

　
　
　
○
教
育
環
境
づ
く
り

重要施策

１
５
億
７
４
１
４
万
円

財 行
政
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●
公
民
館
費�

２
９
３
０
万
円

●
図
書
館
費�

２
９
８
４
万
円

★
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

�

７
３
７
万
円

国
補
助
を
活
用
し
て
、
上
黒
岩
第

２
遺
跡
や
猿
楽
を
調
査
し
ま
す

●
石
鎚
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
負
担
金

�

２
５
０
万
円

●
え
ひ
め
国
体
開
催
準
備
事
務

�

２
６
６
５
万
円

え
ひ
め
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

４
月
９
～
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
す

●
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事

業�

９
１
３
万
円

●
農
産
物
産
地
化
支
援
事
業

�

４
５
０
万
円

●
水
田
畔
整
備
事
業�

２
５
０
万
円

●
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

�

１
８
１
２
万
円

●
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

�

８
２
１
万
円

●
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

�

１
２
５
９
万
円

●
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
産

業
活
性
化
及
び
起
業
化
等
支
援
事

業
補
助
金�

６
０
０
万
円

●
か
か
し
の
里
づ
く
り
事
業

�

１
５
０
万
円

●
道
の
駅「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」事

業
運
営
費�

１
億
７
９
５
３
万
円

●
野
地
横
通
地
区
及
び
落
合
久
万
郷

地
区
の
棚
田
地
区
保
全
整
備
事
業

�

１
億
２
５
０
万
円

１
３
億
４
９
７
７
万
円

産
業

★
東
明
杖
地
区
・
槇
の
川
地
区
基
盤

整
備
工
事�

６
０
５
０
万
円

★
農
道
橋
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務

委
託�

１
２
９
万
円

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

�

３
３
９
０
万
円

●
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交

付
金�

１
億
９
８
７
万
円

●
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
森

林
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金

�

５
０
０
万
円

●
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
林

業
経
営
支
援
補
助
金

�

１
０
０
０
万
円

●
林
道
ゴ
ン
ゲ
ン
線
外
３
路
線
開
設

工
事
、
林
道
上
林
河
之
内
線
外
１

路
線
改
良
工
事
、
林
道
大
上
線
橋

梁
補
修
工
事�

８
９
０
０
万
円

●
林
道
古
味
中
久
保
線
開
設
工
事

�
１
０
０
０
万
円

★
林
道
稲
村
線
改
良
工
事

�

１
５
０
０
万
円

★
林
道
橋
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務

委
託�

４
７
６
万
円

●
元
気
な
商
店
街
応
援
事
業
補
助
金

�

２
０
０
万
円

●
ま
ち
な
か
交
流
館
整
備
事
業

�

１
１
４
４
万
円

開
館
経
費
と
、
運
営
し
て
い
く
た

め
の
備
品
を
整
備
し
ま
す

●
納
涼
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
業
務
委

託�

９
４
０
万
円

★
電
源
立
地
交
付
金
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
用
簡
易
テ
ン
ト
他
備
品
購

入�

２
１
７
万
円

★
姫
鶴
平
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

�

２
５
０
万
円

★
皿
ヶ
峰
公
衆
便
所
解
体
工
事

�

７
２
４
万
円

区　　　　分 Ｈ27 Ｈ28 増　減 増減率

一　般　会　計 8,469,446 8,302,381 △ 167,065 △ 2.0

特　別　会　計 4,707,822 4,105,359 △ 602,463 △ 12.8

国民健康保険事業 1,695,000 1,648,500 △ 46,500 △ 2.7

国民健康保険診療所事業 94,639 92,547 △ 2,092 △ 2.2

後期高齢者医療保険事業 151,000 158,000 7,000 4.6

介護保険事業 1,711,796 1,704,105 △ 7,691 △ 0.4

訪問看護事業 22,912 22,751 △ 161 △ 0.7

簡易水道事業 542,577 － △ 542,577 皆減

農業集落排水事業 193,806 173,557 △ 20,249 △ 10.4

公共下水道事業 242,843 254,016 11,173 4.6

浄化槽事業 37,701 37,409 △ 292 △ 0.8

凶荒予備事業 8,120 7,109 △ 1,011 △ 12.5

分譲宅地造成事業 7,428 7,365 △ 63 △ 0.8

企　業　会　計 1,297,384 2,179,312 881,928 68.0

町立病院
収　益 931,416 921,400 △ 10,016 △ 1.1

資　本 43,339 141,228 97,889 225.9

町立老人
保健施設

収　益 292,647 292,350 △ 297 △ 0.1

資　本 29,982 30,573 591 2.0

簡易水道
収　益 － 481,437 481,437 皆増

資　本 － 312,324 312,324 皆増

総　　　　　計 14,474,652 14,587,052 112,400 0.8

平成28年度会計別予算額
町の予算規模の推移

　平成16年の町村合併以降、当初
予算額は縮小傾向にありましたが、
平成22年度以降は地方交付税や経
済対策のための臨時交付金が増額交
付となり予算額は一時的に増加。そ
の後はほぼ横ばいで推移していま
す。

（単位︰千円・％）

（単位︰百万円）

8,509

8,102

8,172

9,111

8,744

8,445

8,570

8,619

8,469

6,847

4,688

4,514

4,740

4,602

4,706

4,616

4,631

4,708

1,227

1,384

1,303

1,310

1,301

1,290

1,282

1,328

1,297

8,303 4,105 2,179

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

一般会計 特別会計 企業会計 ※企業会計予算額は収入を計上しています。
　平成28年度から簡易水道事業は企業会計に移行しました。
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中
津
芸
能
交
流
会
が
２
月
14
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
中
津
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
津
芸
能
交
流
会
は
、
中
津
有
志
に
よ

る
「
水
戸
黄
門
」
に
始
ま
り
、
幼
稚
園
児

に
よ
る
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
西
村
獅
子
保
存

会
に
よ
る
「
西
村
獅
子
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
由
謡
会
美
川
支

部
に
よ
る
「
津
軽
三
味
線
」
の
演
奏
、
劇

団
入
野
組
の
演
劇
「
貧
の
意
地
」
な
ど
の

公
演
も
行
わ
れ
観
客
は
大
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

中
津
地
区
は
、
毎
年
、「
さ
く
ら
ま
つ

り
」、「
田
ん
ぼ
の
学
校
」、「
中
津
生
オ
ケ

大
会
」、「
結
い
音
楽
祭
」
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
精
力
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
パ
ワ
ー
の
源
は
ど
こ
か
ら
く
る
の

か
、
中
津
公
民
館
長
の
佐
賀
繁
志
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
「
中
津
地
区
は
、
地
域
の
一
人
一
人
が

地
域
を
残
し
た
い
と
い
う
強
い
危
機
感
を

常
に
持
っ
て
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際
も
、
皆
が
一
致

団
結
し
て
手
際
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

特
に
女
性
の
パ
ワ
ー
が
強
く
、
内
助
の
功

に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

団
結
力
の
こ
つ
は
何
と
言
っ
て
も
、
最
後

に
行
う
『
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
に
あ
る

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
津
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
結
束
力

の
強
さ
と
行
動
に
移
す
ま
で
の
速
さ
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
地
元

で
組
織
さ
れ
た
若
者
た
ち
（
中
津
若わ

か

志い
し

会
）
が
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
常
に
前
向
き
に

物
事
を
考
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な

中
津
地
区
、
次
は
何
が
飛
び
出
す
の
か
楽

し
み
で
す
。�

（
岩
市
）

第
一
回
中
津
芸
能
交
流
会

支
所
だ
よ
り

▼
柳
谷
支
所

水戸黄門参上

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
電
力
の
小
売
全

面
自
由
化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

電
力
の
契
約
は
地
域
ご
と
の
事
業
者
と
の

契
約
で
し
た
が
、
自
由
化
さ
れ
、
複
数
の

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
業
態
の
事
業
者
の
中

か
ら
消
費
者
が
契
約
相
手
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
便
乗
し
た
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
電
力
自
由

化
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
事
例

○
電
力
会
社
を
名
乗
る
業
者
か
ら
、
電
話

で
「
当
社
と
契
約
す
れ
ば
電
気
料
金
が

安
く
な
り
ま
す
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た

〇
４
月
か
ら
電
力
が
自
由
化
さ
れ
る
、
４

割
安
く
電
気
を
供
給
す
る
と
電
話
が

あ
っ
た

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
売

電
す
れ
ば
儲
か
る
と
の
電
話
が
あ
っ
た

●
ア
ド
バ
イ
ス

〇「
料
金
が
必
ず
安
く
な
る
」
と
い
っ
た

勧
誘
ト
ー
ク
に
気
を
つ
け
、
自
分
で
電

力
の
小
売
自
由
化
に
関
す
る
情
報
を
収

集
し
ま
し
ょ
う
。
小
売
電
気
事
業
者
は

登
録
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ

て
い
る
業
者
か
確
認
し
、
自
分
の
居
住

地
域
が
当
該
事
業
者
の
供
給
地
域
に

な
っ
て
い
る
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇「
料
金
が
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
た

際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
安
く
な

る
の
か
、
何
か
他
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

契
約
と
の
セ
ッ
ト
料
金
や
値
引
き
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
契
約
が
長
期
な
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
解
約
時
に
違

約
金
が
か
か
ら
な
い
か
な
ど
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

〇
電
力
の
小
売
自
由
化
に
便
乗
し
た
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
契
約
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
、
蓄
電
池
な
ど
の
勧
誘
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
電
力
の
小
売
自
由
化
と
直

接
関
係
の
な
い
契
約
に
つ
い
て
は
、
要

否
に
つ
い
て
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

【
電
力
の
小
売
自
由
化
の
制
度
や
小
売
電

気
事
業
者
が
登
録
し
て
い
る
か
な
ど
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
】

　

経
済
産
業
省
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　


０
５
７
０
（
０
２
８
）
５
５
５

【
小
売
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】

　

同
省
の
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
の
相

談
窓
口

　


０
３
（
３
５
０
１
）
５
７
２
５

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

・
役
場
住
民
課　

住
民
生
活
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１

・
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　


０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

困
っ
た
と
き
は
、ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

よ
く
理
解
し
て
！
電
力
の
小
売
自
由
化

消
費
生
活
相
談

よ
く
理
解
し
て
！
電
力
の
小
売
自
由
化
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風力・水力発電を遊ぼ
里山レストラン 11：00～14：00
宿泊・宴会・仕出し 予約受付中

ホームページ http://www.8-cho-zaka.jp/
定休日：火曜日 ※予約のみ対応いたします

久万高原町下畑野川甲1609番地7
久万高原観光株式会社 TEL 0892-41-0678

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

み
ん
な
の
年
金

み
ん
な
の
年
金

　

20
歳
に
な
れ
ば
、
大
学
や
短
大
各
種
専
門
学

校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
学
生
の
方
も
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
、
将

来
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、

ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納

付
）
の
場
合
は
、
世
帯
主
と
配
偶
者
の
所
得
も

含
め
て
免
除
の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す

が
、
学
生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で

判
定
し
ま
す
。

■
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
方

で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場

合
は
、
４
月
上
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
に
、
学
校

名
、
氏
名
、
住
所
な
ど
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵

便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
前
年
度

と
同
様
に
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
（
ハ
ガ
キ
で
申
請
さ
れ

る
方
は
不
要
で
す
）

・
学
生
証
（
写
し
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原

本
）

・
印
鑑

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
は
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
障
害
基

礎
年
金
が
、
遺
族
（「
子
の
あ
る
妻
・
夫
」
と

「
子
」）
の
方
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま

で
の
国
民
年
金
の
加
入
期
間
の
２
／
３
以
上

の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
、
免
除

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
若
し
く
は
事
故
の
直
前

の
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
！

今
年
度
申
請
受
付
は

４
月
か
ら
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
役
場
住
民
課　

国
保
年
金
班

　


（
21
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

・
松
山
東
年
金
事
務
所

　


０
８
９
（
９
４
６
）
２
１
４
６

○障害基礎年金および遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。
○学生納付特例期間が承認された期間の保険料は、10年以内であれば、古い期間から順に納付が可能です（ただ
し、承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降は、当時の保険料に一定の金額が加算されます）。

納　　　付 学生納付特例 未　　　納
障害基礎
年　　金 受給資格

期　　間
○

入ります
○

入ります
×

入りません遺族基礎
年　　金

老齢基礎
年　　金

受給資格
期　　間

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に
計　　算

○
されます

×
されません

×
されません
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【問い合わせ】
役場住民課　国保年金班　21－1111（内線124・139）

こんなとき 届出に必要なもの
他の市区町村から転入してきたとき 転出証明書・印鑑

勤務先の健康保険をやめたとき（または被扶養者で
なくなったとき）

勤務先の健康保険をやめた証明書（または被扶養者
でなくなった証明書）・印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書・印鑑

※�加入の届出が遅れると、国保税がさかのぼって課税されることとなり、一時的に負担が増える場合があ
ります。

こんなとき 届出に必要なもの
他の市区町村に転出するとき 保険証・印鑑

勤務先の健康保険に加入したとき（または被扶養者
になったとき）

国保と勤務先の保険証・印鑑

死亡したとき 保険証・葬祭を行う方名義の金融機関の通帳・印鑑

生活保護を受けるようになったとき 保護開始決定通知書・印鑑

※届出をされないと、国保税は課税されたままになります。
※資格を喪失した日から国保の保険証は使えません。国保の保険証を使って診療などを受けた場合は、町
が負担した医療費を請求させていただくことがあります。

こんなとき 届出に必要なもの
住所・世帯主・氏名などが変わったとき 保険証・印鑑

世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証・印鑑

就学のため、他の市区町村に転出したとき　※ 保険証・在学証明書・印鑑

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの・使えなくなった保険証・印鑑

※就学のため、他の市区町村に転出された方が、新しい年度の４月１日以降に引き続き学生の場合は、再
度届出が必要となります。

国保に加入するとき

国保をやめるとき

その他の届出

こんなときには、14日以内に忘れずに届け出しましょう！
みんなの国保みんなの国保

　国民健康保険の各種手続きの際は、届出書にマイナンバーを記載していただきますので、マイナンバー
（個人番号カード、通知カードなど）と、本人確認ができるもの（免許証、パスポートなど）を持参してください。
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認
知
症
予
防
教
室

６
月
か
ら
10
回
コ
ー
ス
で
始
ま
り
ま
す
♪

脳
！
元
気
塾
‼

　

最
近
物
忘
れ
が
気
に
な
る
あ
な
た
！

　

お
友
達
、
ご
近
所
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
脳

を
鍛
え
ま
せ
ん
か
？

【
教
室
の
内
容
】
学
習
療
法
・
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
・

と
き
め
き
探
し
外
出
な
ど

【
対
象
者
】
本
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、原
則

10
回
と
も
参
加
で
き
る
方

　

定
員
30
人
（
先
着
順
）

【
場
所
】
久
万
町
民
館
１
階
会
議
室

【
時
間
】
13
時
30
分
～
15
時
ま
で

　

＊
１
回
目
、
10
回
目
の
み
13
時
か
ら
開
始

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
10
日
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】
久
万
高
原
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　


（
５
０
）
０
２
３
０

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

平
成
28
年
度
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

【
対
象
者
】

■
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

○
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方

○
受
診
日
に
お
い
て
、
満
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

○
平
成
28
年
度
に
町
が
行
う
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び
「
特
定
健
診
（
住
民
健

診
な
ど
）
」
を
受
診
し
て
い
な
い
方

○
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

○
本
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
方

○
受
診
日
に
お
い
て
、
満
75
歳
以
上
の
方

○
平
成
28
年
度
に
町
が
行
う
人
間
ド
ッ
ク
、「
特
定
健
診（
住
民
健
診
な
ど
）」

ま
た
は
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
「
健
康
診
査

（
住
民
健
診
な
ど
）」
を
受
診
し
て
い
な
い
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方

（
注
意
事
項
）

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
に
は
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
検

査
項
目
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査
と
重
複
し
て

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
重
複
受
診
し
た
場
合
は
、
ド
ッ
ク
費
用
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
予
定
人
員
】
１
０
０
人

【
自
己
負
担
額
】
５
千
円
（
ド
ッ
ク
費
用
３
万
円
の
う
ち
２
万
５
千
円
を
助
成

し
ま
す
）

【
受
診
医
療
機
関
】
久
万
高
原
町
立
病
院

【
申
込
方
法
】

　

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）
お
よ
び
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
久
万

高
原
町
立
病
院
ま
た
は
役
場
住
民
課
国
保
年
金
班
（
各
支
所
で
も
可
）
の
窓

口
で
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
住
民
課　

国
保
年
金
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
９
・
１
２
４
）

開催予定日
（第２・４水曜日）

① ６月８日

② ６月22日

③ ７月13日（外出）

④ ７月27日

⑤ ８月10日

⑥ ８月24日

⑦ ９月14日（外出）

⑧ ９月28日

⑨ 10月12日

⑩ 10月26日
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　後期高齢者医療制度では、2年に一度保険料の見直しを行っています。実際に医療にかかった費用をも
とに、健全な運営を維持していくために必要な保険料が算出されています。
　医療費は、高齢化が進んでいることや医療の高度化などにより、年々増え続けています。
　愛媛県では、高齢者の方の保険料負担をできる限り増やさないよう、愛媛県財政安定化基金を活用した
うえで、平成28・29年度の保険料を改定しました。

・所得の低い方の軽減
　世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大9割軽減します。今回も、2割軽減と5割軽減の対象が拡大
されました。また基礎控除後の総所得金額などが58万円以下の方は、所得割額を5割軽減します。

・被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった方（国民健康保険・国民
健康保険組合は除く）は、所得割額の負担はなく、均等割額が9割軽減されます。

　医療にかかる費用のうち、医療機関などで支払う窓口負担を除いた費用を、公費（国・県・市町の負担
金）で約5割、後期高齢者支援金（現役世代の保険
料）で約4割、残りの約1割を皆さまが保険料とし
て負担し、社会全体で後期高齢者医療制度を支えて
います。

4月から後期高齢者医療保険料が変わります
平成28・2９年度の保険料改定

●保険料の負担を軽減します

●社会全体で制度を支えています

●保険料の計算方法
　１人当たりの保険料は、均等に負担する「均等割額」と前年所得に応じた「所得割額」の合計となりま
す。

患
者
負
担
分

（

窓
口
負
担
分）

＋
保険料

約１割

公費　約５割
（国：県：市町＝4：1：1）

後期高齢者支援金　約４割
（現役世代の保険料）

●平成28・29年度保険料（１人当たり年額）

●年金収入ごとの保険料年額（単身世帯の一例）

年金収入 軽減割合 平成28・29年度 平成26・27年度 比　較

� 80万円� 均等割9割軽減  4，630円 � 4，520円 110円増

150万円� 均等割8.5割軽減  6，940円 � 6，780円 160円増

200万円
均等割2割軽減
所得割5割軽減

58，570円 57，450円 1，120円増

【問い合わせ】　愛媛県後期高齢者医療広域連合　089－911－7733　FAX089－911－7735
　　　　　　　　役場住民課　国保年金班　後期高齢者医療係　21－1111（内線139）

均等割額

46,308円
（45，231円）

所　得　割　額

＋ 基礎控除（33万円）
後の総所得金額など

⎛
⎝

⎞
⎠×

所得割率
9.16％
（9.05％）

＝
保険料年額

�限度額　57万円
（57万円）

⎛
⎝

⎞
⎠

（　）内は平成26・27年度の数値
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爆
音
機
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
被
害
農
家
に
と
っ
て
は
痛
切
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
利
用
が
試
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
技
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
取
り
扱
い
の
容
易
な
爆
音
機
な
ど
も
使

用
さ
れ
て
お
り
、
騒
音
に
対
す
る
苦
情
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
良
好
な
生
活
環
境
お
よ
び
農
業
生
産
活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、

次
の
事
項
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

・
爆
音
機
な
ど
に
つ
い
て
は
、
努
め
て
代
替
技
術
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
を
見

合
わ
せ
る
。

・
ほ
か
に
有
効
な
鳥
獣
害
防
止
手
段
が
取
れ
な
い
場
合
な
ど
で
、
や
む
を
得
ず

爆
音
機
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、
地
元
住
民
へ
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
騒
音
に
よ
る
迷
惑
を
十
分
考
慮
し
、
次
の
点
に
注
意
す
る
。

（
１
）
使
用
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
と
す
る
。

（
２
）
早
朝
、
夜
間
は
使
用
し
な
い
。

（
３
）
発
生
音
量
お
よ
び
設
置
台
数
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
と
す
る
。

（
４
）
可
能
な
限
り
、
爆
発
音
の
間
隔
を
あ
け
て
設
定
す
る
。

【
対
象
と
な
る
爆
音
機
な
ど
】 

１
．
農
作
物
の
鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
爆
音
機
（
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
な
ど
音
源
の
種
類
は
問
わ
な
い
）

２
．
大
き
な
音
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
の
鳥
獣
害
の
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
全
般
（
具
体
例

︰

鳥
の
忌
避
音
を
発
生
す
る
装

置
、
拡
声
機
に
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
源
を
つ
な
ぐ
）

高
齢
者
向
け
給
付
金

『
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
』の
申
請
は
お
早
め
に
！

　

申
請
受
付
は
、
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
の
支
払
い
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

申
請
期
間
が
短
い
の
で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
申
請
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に

65
歳
以
上
に
な
る
方
（
生
年
月
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
）

　

対
象
者
に
は
申
請
書
を
役
場
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

役
場
保
健
福
祉
課　

長
寿
介
護
班　

臨
時
福
祉
給
付
金
係

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入中の皆さまへ
入院したときの食事代が変わります

　入院したときには、診療や薬にかかる費用とは別に食費の一部を負担いただいていますが、平成28年４
月１日から、入院と在宅療養の負担の公平を図るため、入院した時の食事代が見直されます。なお、住民税
が非課税の世帯の方の食事代は変更ありません。

■入院時食事療養費の標準負担額（１食当たり）

（※1）旧ただし書き所得＝総所得金額等－基礎控除（33万円）
（※2）指定難病患者、小児慢性特定疾患者に該当する方など、260円に据え置かれる場合があります。
住民税非課税世帯、低所得　・　の方は、病院窓口で限度額適用・標準負担額減額認定証の提示が必要です。
担当の窓口で申請してください。

住民税
課税/非課税

区　分 所　得　区　分
４月１日
以降

３月31日
まで

課税世帯
70歳未満

区分ア 旧ただし書き所得（※1）901万円超

360円
（※2）

260円

区分イ 旧ただし書き所得600万円超901万円以下

区分ウ 旧ただし書き所得210万円超600万円以下

区分エ 旧ただし書き所得210万円以下

課税世帯
70歳以上

現役並み所得 住民税課税所得145万円以上

一　般 住民税課税所得145万円未満

住民税
非課税世帯

低所得　（70歳以上）
区分オ（70歳未満）

90日までの入院 210円

90日を超える入院
（過去12カ月の入院日数）

160円

低所得　
（70歳以上）

各種収入などから必要経費・控除を差し引いた所得
が０円となる方
（年金収入は控除額を80万円として計算）

100円
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水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
検
針
は
、
町

が
委
託
し
た
検
針
員
が
1
カ
月
に
1
回
行
い
、

使
用
水
量
な
ど
を
次
の
用
紙
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
か
ら
水
道
料
金

が
表
示
さ
れ
ま
す
。「
水
道
使
用
量
等
の
お
知

ら
せ
」
で
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

お
支
払
方
法
は
、
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書

（
後
日
送
付
）
に
よ
る
納
付
の
い
ず
れ
か
の
方

法
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
、
こ
の
検
針
票
を
口
座
振
替
通
知
書

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

請
求
期
限
は
、
平
成　

年
４
月
２
日
で
す
。

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月

１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
等
と
生
計
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
な
ど
は
除
き
ま
す
）

４
．
前
記
１
～
３
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

【
給
付
内
容
】
額
面
25
万
円　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
窓
口
】
請
求
す
る
方
が
居
住
す
る
市
（
区
）
町
村

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

30

水
道
使
用
料
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
に
つ
い
て	

※今回使用水量が前回使用水量に大きな差がある場合や通信欄に漏水の可能性が
あると記載されている場合は、水道業者に連絡してください。

お客さまを特定する番号
です。お問い合わせの際
は、この番号をお知らせ
ください。

毎月20日頃です。

前回の検針日から今回の
検針日までの間に使用さ
れた水量です。
なお、参考として、前回
の使用水量を表示してい
ます。

今回の水道料金と口座振
替予定日を表示していま
す。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
環
境
整
備
課　

上
下
水
道
班

　


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
２
０
５
）
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広報広告

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13 � 6,800 � 6,800 11,500 11,500
14 � 8,800 � 7,100 13,600 12,200
16 11,000 � 9,400 16,500 14,500
18－22 10,200 � 8,700 16,100 14,500
24上 12,000 10,200 15,300 13,500
30上 � 9,300 � 8,300 15,800 13,000

4.00

13 11,100 � 9,800 12,400 12,700
14－16 10,600 � 8,300 17,300 15,200
18－22 10,700 � 9,700 16,000 15,100
24 12,200 � 9,600

16,000 15,100
26－28 12,300 � 9,500
30上 10,100 � 8,800 16,800 15,000

6.00
18 17,200 13,100 25,300 17,000
24上 11,000 10,000

選　木 ス　ギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 14,000 25,000 � 7,300
4.00 24上 14,600 27,000 10,000
4.00 30上 12,500 26,000 12,000

市況

スギ・ヒノキとも全般に単価下降。
スギ・ヒノキとも3ｍの30㎝上は4ｍ造材をお願いします。
選木の元玉は、予尺をつけて造材をお願いします。
出荷よろしくお願いします。

木材市場市況
３月25日　998回市【久万広域森林組合】

まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

西　明　神 村　松　直　樹 様

久　　　万 小　倉　重　昭 様

直　　　瀬 小　倉　キワ子 様

松　山　市 父　田　仁　司 様

西　　　谷 横　川　省　三 様

　

本
町
で
は
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
自

動
車
な
ど
が
お
互
い
の
立
場
を
思
い
や
り
、

共
に
道
路
を
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
「
久
万
高
原
町
自
転
車
の
安
全
な

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

▼
自
転
車
利
用
者
は

・
軽
車
両
と
し
て
自

　

覚
し
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

　

し
ょ
う
。

・
自
転
車
の
整
備
・
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
損
害
保
険
な
ど
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

▼
自
動
車
等
運
転
者
は

・
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
の
車
両
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
横
を
通
る
と
き
は
「
安
全

な
間
隔
（
愛
媛
県
推
奨
１
・
５
ｍ
以
上
）」

を
保
持
、
ま
た
は
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
で
は

・
家
族
み
ん
な
で
自
転
車
の
交
通
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 平

成
28
年
４
月
１
日
施
行

（３月１日～３月31日受付分）

▼
開
講
日
時　

初
回
５
月
10
日
（
火
）

　

初
級
者
ク
ラ
ス

︰

19
時
～
20
時

　

中
級
者
ク
ラ
ス

︰

20
時
～
21
時

　

以
後
、
毎
週
火
曜
日
開
催
（
祝
日
を
除

く
）。
第
１
ク
ー
ル
は
７
月
12
日
ま
で

（
※
年
間

︰

全
３
ク
ー
ル
30
回
）

▼
会
場��

久
万
町
民
館　

１
階
会
議
室

▼
対
象　

高
校
生
～
大
人
向
け

▼
受
講
料　

１
ク
ー
ル　

２
千
円

▼
指
導
講
師　

マ
ッ
キ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
先

生（
初
級
者
ク
ラ
ス
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
ド
先
生（
中
級
者
ク
ラ
ス
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　


（
２
１
）
０
１
３
９

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

久
万
高
原
町
自
転
車
の
安
全
な

お
知
ら
せ

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
講
座　

英
会
話
教
室

募　

集
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■久万高原町消防本部・消防署
TEL 21－2411　FAX 21－2656

■久万高原町消防署美川支署
TEL 56－0303　FAX 56－0122（役場美川支所との兼用）

ホームページ
http://www.kumakogen.jp/info/syobohonbu/index.htm

あんぜん あんしん

消防だより －火災・救急・救助－

久万高原町消防
マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

３月末現在の消防状況　火災︰1件　救急︰123件　救助︰5件

　

本
格
的
な
春
を
迎
え
、
屋
外
で
の
人
の
動
き
も
盛
ん
に
な
り
、
本
町

に
も
林
業
用
機
械
や
農
業
用
機
械
の
音
が
鳴
り
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
、
こ
の
時
期
は
農
作
業
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お

り
、
農
林
水
産
省
で
は
３
月
か
ら
５
月
を
農
作
業
安
全
対
策
の
重
点
期

間
と
し
て
「
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
農
作
業
事
故
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！
」

　

消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
に
、
防
火
管
理
者

を
選
任
し
、
消
防
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
消
防
計
画
の
中
に
は
、
組
織
的
に
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
自

衛
消
防
の
組
織
の
編
成
や
、
従
業
員
の
災
害
時
の
任
務
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
所
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
消

防
計
画
に
基
づ
き
、
１
１
９
番
通
報
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
応

急
救
護
な
ど
の
自
衛
消
防
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
は
、
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
方
、
人
事
異
動
で
新
任

地
に
就
く
方
な
ど
、
事
業
所
の
人
事
配
置
が
大
き
く
変
わ
り
、
事
業

所
の
自
衛
消
防
活
動
の
能
力
が
低
下
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
事
業

所
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
新
た
な
職
場
で
働
く
従
業
員
に

対
し
て
、
防
火
・
防
災
教
育
を
徹
底
し
、
実
態
に
合
わ
せ
て
、
自
衛

消
防
の
組
織
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
新
入
社
員
は
、

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
だ
建
物
内
の
様
子
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
火
災
の
発
生
危
険
が
あ
る
場
所
や
消
火
器
、
自
動
火
災

報
知
設
備
、
避
難
器
具
な
ど
の
消
防
用
設
備
な
ど
の
位
置
や
使
用
方

法
、
避
難
経
路
な
ど
の
位
置
も
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
衛
消
防
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
、「
防
火
・
防
災
教
育
」
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

新
入
社
員
ら
に

　
防
火
防
災
教
育
を

　
　
　
実
施
し
ま
し
ょ
う

・
急
が
ず
、
あ
せ
ら
ず
に
運
転
し
ま
し
ょ
う

・
農
道
な
ど
狭
い
道
路
は
、
路
肩
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

・
農
業
機
械
な
ど
の
点
検
や
整
備
の
と
き
は
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
た
状
態
で
行
い
ま
し
ょ
う

・
作
業
に
適
し
た
服
装
と
保
護
具
の
着
用
で
安

全
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う

・
作
業
を
始
め
る
と
き
は
、
周
囲
に
人
が
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
適
度
な
休
憩
を
と
り
、
無
理
の
な
い
作
業
を

し
ま
し
ょ
う

・
一
人
作
業
の
場
合
は
、
メ
モ
を
残
す
な
ど
、

ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
家
族
に
わ
か
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◇
農
機
具
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点
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日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5 6 7
8 9 14
15

13
16
10 11 12
17 18 19 20 21

22 2523 24 26 27 28
29 30 31

久万高原町立図書館

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

　学校に友達がいない“私”が出会ったのは、手首に傷が
ある“南さん”、とても格好いい“アバズレ”さん、一人暮
らしの“おばあちゃん”、そして尻尾の短い“彼女”だった
―。「やり直したい」ことがある、全ての人に贈る物語。

一般書 小説

『また、同じ夢を見ていた』
　
住野よる／著
双葉社

　温泉街に住む小５の「ぼく」は、子どもと大人の狭間にい
た。「大人」になっていく女子が恐ろしくて、変わっていく
自分の身体に抗おうとしていた。そんなとき、とても変で
きれいなコズエがやってきた。彼女には秘密があって…。

『まく子』
　
西加奈子／著
福音館書店

　体が不自由で、車いす生活をしている12歳の少年、
テオ。ある日、テオは「ありがとう」と「すみません」
を言うのをやめることにした。でも、これはそう簡単な
ことではなくて…。

おすすめ 新刊案内

定休館日

定休館日

定休館日

定休館日

定休館日

祝日休館

憲法記念日

祝日休館

みどりの日

祝日休館

こどもの日

定休館日

第三日曜日

2016 5 月の予定 ※掲載している行事などは、都合により変更する場合が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

お知らせ

　ガストンは、プードルかあさんやきょうだいたちと、
ちょっぴりちがう。なき声もちがって、どたどた走っ
ちゃう。プードルかあさんが子どもたちを連れて公園に
出かけると、ブルドッグの家族に出会い…。

児童書 絵本

『ガストン』
クリスチャン・ロビンソン／絵
ケリー・ディプッチオ／文
講談社

児童書 よみもの

『テオの「ありがとう」ノート』
クロディーヌ・ル・グイック＝プリエト／著
坂田雪子／訳
ＰＨＰ研究所

おはなし会

おはなし会手芸すずらん ブックスタート

古典学習会
やまびこ

（直瀬）

やまびこ

（明神・父二峰）

やまびこ

（面河）

やまびこ

（美川）

やまびこ

（畑野川）

月末整理日

休館日

やまびこ

（美川・柳谷）

一般書 小説

☆「子どもにおすすめの本」
　　　　　　の展示・貸出
☆ 本の交換市
☆ 雑誌ふろくのプレゼント
　 （※なくなり次第終了）

　「子どもたちが元々持っている無邪気でまん
まるな笑顔、そして本を読みふわっと温まる心
を「まあるい」と表現し
てみました。
　たくさんの本とふれあ
って優しい心がずっと続
きますように。また、子
どもだけでなく大人も、
絵本でまんまるな気持ち
になって癒されてほしい
です。」
〈標語入選者のことばより〉

２０１６　こどもの読書週間
４月２３日㈯～５月１２日㈭
標語「四角い本に まあるい心」

〈期間中の催し〉



く・ら・し・の・情・報く・ら・し・の・情・報

2016.4.19　広報 久万高原21

乳幼児健診に行こう♪
保健センターでは、０～３歳のお子さんを対象に集団健診を行っています。

身長や体重は大き
くなっているかな？

歯みがきをさせ
てくれない・・・

離乳食の進め方や食事
の量は大丈夫かな？

ちょっと気になること
があるんだけど・・・

健診では専門の先生がさまざまな相談に対応します。
お子さんの成長・発達の確認にぜひお越しください。
対象月以外にも気になることがありましたらお気軽にご相談ください。

健診開催日
対象となるお子さんの誕生日

３～４カ月児 ６～７カ月児 ９～１０カ月児
H28年5月19日 H27.12.11～H28.� 2.19 H27.� 9.11～H27.11.19 H27.� 6.11～H27.� 8.19

7月28日 H28.� 2.20～H28.� 4.28 H27.11.20～H28.� 1.28 H27.� 8.20～H27.10.28
9月� 8日 H28.� 4.29～H28.� 6.� 8 H28.� 1.29～H28.� 3.� 8 H27.10.29～H27.12.� 8
11月17日 H28.� 6.� 9～H28.� 8.17 H28.� 3.� 9～H28.� 5.17 H27.12.� 9～H28.� 2.17

H29年1月26日 H28.� 8.18～H28.10.26 H28.� 5.18～H28.� 7.26 H28.� 2.18～H28.� 4.26
3月23日 H28.10.27～H28.12.23 H28.� 7.27～H28.� 9.23 H28.� 4.27～H28.� 6.23

乳児健診

健診開催日
対象となるお子さんの誕生日

１歳６カ月児 ３歳児
H28年4月21日 H26.� 8.26～H26.� 9.30 H25.� 2.26～H25.� 4.� 1

6月30日 H26.10.� 1～H26.12.30
8月25日 H26.12.31～H27.� 2.25
10月20日 H27.� 2.26～H27.� 4.20 H25.� 4.� 2～H25.� 4.20
12月15日 H27.� 4.21～H27.� 6.15 H25.� 4.21～H25.� 6.15

H29年2月23日 H27.� 6.16～H27.� 8.23 H25.� 6.16～H25.� 8.23

１歳６カ月児・３歳児健診

★�対象の方には、4月初めに郵送にて記録カード（びわ色）と紫色の予診票を送付しています。
　接種を希望される方は医療機関にご予約のうえ、それらを忘れずご持参ください。

【場所】久万保健センター
【受付時間】12︰30～13︰00
【健診内容】
◦身体計測や育児相談（保健師）
◦診察（小児科医師）
◦発達についての相談（心理判定員）
◦栄養相談（栄養士）
◦歯科相談（歯科衛生士）
◦歯科検診（歯科医師）
【歯科検診は1歳6カ月・3歳児のみ】
＊費用は無料です。
＊お子さんが対象となる月には、
郵送にて個別にご案内をします。

みんなで一緒に

健康づくり

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日

６５ S26.4.2～S27.4.1 ８０ S11.4.2～S12.4.1 ９５ T10.4.2～T11.4.1

７０ S21.4.2～S22.4.1 ８５ S  6.4.2～S  7.4.1 １００ T  5.4.2～T  6.4.1

７５ S16.4.2～S17.4.1 ９０ T15.4.2～S  2.4.1

平成28年度対象者は下表の方ですが、助成は今回限り
4 4 4 4 4 4 4

となります

平成28年度「肺炎球菌感染症予防接種」についてのお知らせ

久万保健センター
TEL（21）2700　FAX（21）0934

※平成25年度以降にお生まれのお子さんは3歳6カ月～4歳の間にご案内します。

65歳過ぎたら、
肺炎予防
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５月の町税等の納付
口座振替　5月25日㈬
納 期 限　5月31日㈫
納期限内に納めましょう

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）

5月くらしのカレンダー

1 日 医久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

2 月

3
憲法記念日

火 医吉村医院� 　　54-2050　　54-2065

4
みどりの日

水 医うつのみや内科�　　21-3353　　21-3352

5
こどもの日

木 医みかわクリニック�　　31-0011　　31-0011

6 金

◆弁護士法律相談／10時～15時／久万町
民館
◆司法書士法律相談／10時～正午／社協
本所

7 土

8 日
◆秋本栄氏写真展最終日／道の駅天空の郷
さんさん情報室2階

医西本医院� 　　21-1135　　21-1136

9 月

10 火

11 水

12 木
◆住民健診／8時～10時／東川健康増進セ
ンター

13 金

14 土

15 日

◆住民健診／8時～13時45分／町産業文
化会館
◆歯周病検診／8時～11時／町産業文化会
館
◆石鎚ウォーキング大会（石鎚山系）
医直瀬クリニック�　　31-0011　　31-0011

16 月

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

休日当番医医

17 火 ◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セン
ター

18 水

19 木

食育の日
◆住民健診／8時～10時／面河住民セン
ター
◆乳児健診／12時30分～13時／久万保健
センター

20 金

◆町長室開放デー／13時～
◆住民健診／8時～10時／西谷生活改善セ
ンター
◆心配ごと相談／9時～正午／社協本所・
社協柳谷支所

21 土

◆久万美アート夜話（第49夜）／19時～／久
万美術館

◆NPO法人ぽっかぽか10周年記念大会／13
時～15時30分／町産業文化会館

22 日

◆妊婦教室／10時～正午／久万保健セン
ター
◆第1回面河渓自然観察会／10時30分～
／山岳博物館
◆門前市　遊食祭くまくるまるしぇ／10
時～14時／久万町商店街

医久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

23 月

24 火

25 水

26 木 ◆住民健診／8時～11時／入野福祉館

27 金

28 土

環境美化の日
◆第23回全国ハーブサミット／15時～17
時30分／町産業文化会館
◆ハーブフェスティバル／29日まで／久
万農業公園ほか

29 日 医西本医院� 　　21-1135　　21-1136

30 月 ◆住民健診／8時～11時／西明神創作館

31 火 世界禁煙デー
◆住民健診／8時～10時／こかげ



2016.4.19　広報 久万高原23

久
万
山
文
芸

カ
ッ
ト
・
浮
田
　
博

老
の
歩
の
援た

す

け
は
杖
と
梅
日
和�

正
岡
　
一
平

来
し
方
は
知
ら
ず
城
跡
の
草
萌
ゆ
る�

土
居
　
静
香

飲
み
薬
時
々
忘
れ
日
脚
伸
ぶ�

池
田
イ
セ
ヨ

閏
年
の
雨
に
烟
れ
る
二
月
尽�

正
岡
ゆ
た
か

陽
光
に
山
笑
ひ
つ
つ
杉
花
粉�

古
田
　
信
子

隣
人
と
無
事
を
語
ら
ひ
春
炬
燵�
増
田
美
恵
子

啓
蟄
を
待
た
ず
飛
び
立
つ
小
虫
か
な�
大
野
　
良
子

氷ひ

さ

め雨
降
る
午
後
の
ひ
と
時
退た

い

屈く
つ

で
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
つ
て
み
よ
う
か�

窪
田
　
和
香

生
ふ
る
草
は
大
地
の
恵
み
と
思
へ
ど
も
わ
が
菠ほ

う

薐れ
ん

草そ
う

の
草
に
負
け
た
り�

浪
岡
　
勝
子

猫
の
た
め
開
け
お
く
窓
を
吹
く
風
は
闇
夜
の
森
に
鳴
く
冬
の
声�

窪
田
　
勝
子

妻
お
も
ふ
苦
労
か
け
来
し
農
作
業
感
謝
で
た
り
ぬ
心
の
い
た
み�

松
下
日
出
夫

虫
歯
な
く
歯
医
者
に
行
く
こ
と
な
き
夫つ

ま

の
笑
顔
の
写
真
十
七
回
忌�

東
倉
紀
美
子

日
ご
と
来
る
シ
ラ
サ
ギ
ひ
と
つ
の
見
え
ぬ
日
は
寂
し
く
な
り
て
秋
空
さ
が
す�

森
川
　
信
子

夕
光
に
む
ら
さ
き
が
す
む
紀
州
の
山
船
に
見
つ
め
ぬ
最
後
の
旅
と�

尾
形
　
冴
子

花
の
色
花
の
大
き
さ
競
へ
る
友
菊
を
育
て
て
た
が
ひ
に
十
年�

松
下
や
す
子

柿
む
き
て
軒
に
つ
る
し
し
二
十
連
冷
え
込
み
増
し
て
日
々
干
し
上
が
る�

棟
田
　
鮎
男

今
朝
の
久
万
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
積
雪
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
迎
へ
危
ぶ
む�

窪
田
　
正
雄

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
赤
が
馴な

染じ

ん
だ
年
と
な
り�

小
森
　
春
雄

白
梅
を
置
薬
屋
が
ほ
め
て
行
く�

鈴
木
　
俊
子

ど
か
雪
を
援
護
で
除
け
し
里
暮
し�

田
内
冨
美
子

掃
き
寄
し
大
師
の
庭
の
落
椿�

中
野
　
　
栄

耕
せ
ば
土
黒
々
に
癒
や
さ
れ
る�

岡
田
百
合
子

三
椏
俳
句
会

あ
ざ
み
句
会

花
畑
春
待
つ
草
を
ひ
い
て
お
り�

土
岐
八
重
子

法
要
を
一
つ
す
ま
し
て
彼
岸
か
な�

篠
崎
喜
代
子

西
安
の
夜
明
け
参
り
の
へ
ん
ろ
旅�

松
岡
八
重
子

北
窓
開
く
孫
の
写
真
を
入
れ
替
え
て�

大
原
　
五
月

雪
踏
み
て
逆
打
ち
始
め
大
宝
寺�

山
村
　
治
夫

新
樹
会

野
芥
子
短
歌
会
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４
月
か
ら
広
報
担
当
が
代
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
よ
う

で
短
か
っ
た
４
年
間
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
の
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
な
ご

支
援
と
励
ま
し
の
お
か
げ
で
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
が
元
気
で
笑
顔
が

沢
山
あ
ふ
れ
ま
す
よ
う
に
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
秋
本
）

　

４
月
か
ら
広
報
業
務
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
渡
部
で
す
。

17
年
ぶ
り
２
回
目
の
広
報
係
で
す

が
、
思
い
出
さ
れ
る
の
は
締
め
切

り
前
、
原
稿
を
持
っ
て
い
く
た
め

に
深
夜
印
刷
会
社
ま
で
車
を
走
ら

せ
て
い
た
日
々
で
す･･･

。
今
回

は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に･･･

。

復
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
肌
が
つ
る

つ
る
に
な
る
美
人
の
湯
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
筆
し
て
お
き

た
い
の
は
、
湯
冷
め
し
に
く
い
こ
と

で
す
。
地
元
を
は
じ
め
、
松
山
近
郊

か
ら
の
常
連
客
も
多
く
、
年
間
の
利

用
客
は
、
約
２
５
０
０
人
と
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
風
格
の
あ
る
、
知
る
人
ぞ
知

る
「
加
茂
乃
宮
神
社
」
と
「
ふ
も
と

の
宮
神
社
」
は
、
地
元
の
人
が
花
植

え
や
清
掃
を
行
い
、
維
持
管
理
を
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
地
域
の
結
束
も
強
い
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
近
隣
の
、
房
代
野
・

上
永
子
自
治
会
と
も
協
力
を
し
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
文
化
な
ど

　

下
永
子
自
治
会
は
、
直
瀬
郵
便
局

を
過
ぎ
て
段
々
田
畑
の
中
の
県
道

２
１
０
号
美
川

－

川
内
沿
線
に
広
が

る
自
治
会
で
す
。
昭
和
48
年
ご
ろ
に

は
19
戸
約
70
人
ほ
ど
の
集
落
で
し
た

が
、
現
在
は
11
戸
19
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

自
治
会
に
は
、
秘
湯
「
ふ
も
と
友

愛
館
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
ふ
も

と
友
愛
館
」
は
、
平
成
３
年
度
に
高

齢
者
若
者
活
性
化
農
業
構
造
改
善
事

業
に
よ
り
建
築
さ
れ
、
町
か
ら
指
定

管
理
者
の
指
定
を
受
け
、
地
元
住
民

に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

湯
質
は
、
沸
か
す
と
一
面
に
湯
の

花
が
広
が
り
、
ぬ
め
り
が
あ
る
の
が

特
徴
で
、
腰
痛
・
あ
せ
も
・
疲
労
回

を
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
治
会
が
い
つ
ま
で
も
続
く

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

主
な
行
事

４
月　

初
寄
り

７
月　

ク
リ
ー
ン
デ
ー
奉
仕
作
業

８
月　

井
手
水
路
清
掃
作
業

　
　
　

鳥
獣
害
電
気
柵
設
置

３
月　

役
員
水
路
清
掃

●
次
回
は
柳
谷
地
区

川
前
自
治
会
で
す
。

編
集
後
記

▲集落の様子

▲加茂乃宮神社▲井手水路清掃作業

久万地区

下
した

永
えい

子
し

自治会（11戸）

▲ふもと友愛館

人のうごき（平成28年３月末現在）

人　口 前月比
男性　4,202人（10人） －16人
女性　4,742人（30人） －29人
合計　8,944人（40人） －45人

世　帯 前月比
　　　4,654戸（35戸） ＋1戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数


